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. は じ め に

私の研究生活は高 Mn 鋼に支えられてきました．高 Mn

鋼は形状記憶合金，双晶誘起塑性(TWIP)鋼などとして知ら

れています．高 Mn 鋼を研究する上で，芝浦工業大学，物

質・材料研究機構(NIMS)ならびに筑波大学にお世話になり

ました．また，研究遂行上，淡路マテリア株式会社の丸山忠

克氏には多くのご助言をいただきました．ここでは“高 Mn

鋼”をキーワードに歩んだ私の道程を紹介したいと思います．

. 高マンガン鋼を学んだ環境～産学官の連携の中で～

私は学部から修士課程まで，FeMnSi 基形状記憶合金の

研究に携わりました．この間，芝浦工業大学村上雅人教授に

は多大なご指導を賜りました．この研究は，独立行政法人物

質・材料研究機構(NIMS)および淡路マテリア株式会社との

密な連携の下で進められました．このため，大学生間の自由

な談議，NIMS 一流研究者とのマンツーマンの鋭い議論，

ならびに企業視点の実用面に対するアプローチを同時期に体

験することができました．これにより，社会的ニーズを抑え

ながらも学術上のオリジナリティを損なわないように研究を

計画する姿勢を学ぶことができました．

修士課程が終わり，博士課程からは筑波大学の津o兼彰教

授の指導の下，研究を開始しました．少し複雑なのですが，

津o教授は筑波大学の教授と NIMS の研究者としての所属

を併任しています．私は当時既に NIMS に在籍していたた

め，筑波大学と NIMS の連携大学院制度を利用して博士課

程に進学し，津o教授の研究室に配属されました．NIMS

連携大学院の特長として

◯ 一人の先生に対しての学生数が少ないため(津o教授の

研究室では全員で 4 人)，先生との議論を密にすること

ができる

◯ 豊富な共用実験設備があるため，自由なテーマ選択が可

能

◯ 私にとって重要なこととして，NIMS は高 Mn 鋼に携

わっている研究者が比較的多いことが挙げられます．豊富な

議論および実験機器とともに自由に研究ができたことは幸運

以外の何物でもありません．加えて，修士課程までの産学官

連携で形成された関係は継続され，より広い視点で，より独

立した研究をすることができました．博士課程での研究テー

マは FeMnC 基 TWIP 鋼の加工硬化でした(最新の研究成

果を 2 件示す(1)(2)．）．2011年に開催された高 Mn 鋼専門の

国際学会 1st International conference on High Mn steels で

も大々的に宣伝されましたが，TWIP 鋼は高い均一伸び引

張強度バランスを有することから自動車材としての応用が韓

国やドイツで期待されている材料です．近く実用化が見込ま

れる TWIP 鋼の加工硬化は，修士課程までに学んだ“学術

上のなぜ”を“応用上のカギ”とする事を実践できる理想

的なテーマでした．

無事に博士課程を修了し，現在は JSPS 特別研究員(PD)

の海外渡航制度を利用して，世界で最も盛んに高 Mn 鋼を研

究している研究者の一人，MaxPlanckInstitut f äur Eisenfor-

schung (MPIE)の Dierk Raabe 教授の下で研究をしています．

前述した博士課程までの産学官の連携の中で，学術視点の

「論文化」と産業視点の「実用化」を体験させていただきま

した．これらに加えてドイツでの研究を通して，研究の「国

際化」がいかになされるかを勉強していきたいと思います．

. 高マンガン鋼研究を通して学んだこと

高 Mn 鋼研究を通して，上述したことだけでなく，多く

の人々の支えの上にあり，そのことに深い感謝をささげるこ

とも学びました．また，NIMS で六年以上お世話になりま

した澤口孝宏博士からは，いくつものアドバイスをいただき

ました．その中でも，「研究者である以上，自分がやってい

る分野でわからないことはない，という気持ちでやる気概が

必要」「研究対象には常に愛情と感謝を持って取り組むこと」

「今勉強していることは，どんなに分野が変わっても決して

無駄にならず，むしろ分野が変わった時に新たな研究の種に

なる」といわれたことは，私の研究姿勢の骨子になっていま

す．私なりの理解では，研究対象を愛すること，これがより

知識を深め，実験を丁寧にすることになり，その結果，始め

た時には見えなかった光明が射す，という教えだと思ってい

ます．グッと踏ん張る理由がぼやけてしまったときは，いつ

も上記の言葉を思い起こして研究と向かい合ってきました．

まだ研究者生活が始まったばかりではありますが，高 Mn

鋼に関われたこと，これからも関わっていくことに無上の喜

びを感じています．まだまだ至らないところばかりの身では

ありますが，材料を愛し，周囲へ感謝することだけは忘れる

ことがないようにしたいと思います．
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